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五、一〇、二〇テ ゲ 写真①と②は三、二〇 ンゲ硬貨）の素材は洋白（銅、亜鉛、ニッケルの合金）で、一、三、五テ の表面は、一六角形の装飾のなかに額面と鋳造年が彫ってあり さらに「カザフスタン国立銀行」の略称「ＱＵＢ」がごく小さな文字で記されている。裏面はそれぞれ異
なる図柄（順に羊、狼、ヒョウの神話上の姿）を「カザフスタン共和国」の文字が取り囲んでいる。　
一〇テンゲ硬貨と二〇テンゲ硬




























者が懸賞金を受け取ったあとにのことが指摘されたため、物議をかもしたそうである。それが影響したのかどうかはわからないがこのテンゲ記号はあまり認知さていない。実は、現地に暮らしことがある筆者 拙稿の準備中に初めて知った だが、自分で撮影した両替所の為替レート 写真をみると、確かに「〒」が使われていた。カザフスタンを旅行する機会があれば、ぜひチェックしてみてほし 。（おか
　
なつこ／アジア経済研究所
中東研究グループ）《参考URL》カザフスタン造幣局
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